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5554　　第Ⅰ部　ヒア・バイ・ライト

＜見出しシート＞と＜指標カード＞

私たちが参画するときは、みんながきちん

と対等に、誠実にあつかわれ、情報もきち

んと公開され、共有されることが、大事な

ことだよね。この考え方を、みんなが持っ

ていなくちゃいけない。

共 通 の 価 値 観
だ れ も が 大 切 だ と 思 う こ と

「 共 通 の 価 値 観 」 を す す め る た め に ～ レ ベ ル ご と の 指 標

共 通 の 価 値 観

参画にむけて動き出した段階（Emerging）

共 通 の 価 値 観

参画にむけて動き出した段階（Emerging）

共 通 の 価 値 観

参画にむけて動き出した段階（Emerging）

参加した人に順序や上下があります。
これしちゃいけない、これはだめ、などのきまりがあります。

『 』

共 通 の 価 値 観

参画が実現している段階（Established）

共 通 の 価 値 観

参画が実現している段階（Established）

共 通 の 価 値 観

さらなる取り組みの段階（Advanced）

共 通 の 価 値 観

さらなる取り組みの段階（Advanced）

共 通 の 価 値 観 ＜自由記述欄＞

共 通 の 価 値 観 ＜自由記述欄＞

これじゃあ、

だめだよ
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143142　　第Ⅱ部　ヒア・バイ・ライトの背景

私たちは「ヒア・バイ・ライト（　　　　　　 ）」の翻

訳作業のかたわら、日本の子どもたちのことをいろい

ろと話し合いました。赤ちゃんといえども自分を主張

していること、しかし多くの大人はそれをしっかり受

け止めてはいないことを。そして、本書を出版するこ

とで日本の社会が変わるだろうかと。

本書を書き進めるうちに、日本とイギリスとの文化

の開きがあまりにも大きく、このような本を出版した

ぐらいで、すぐに変わるものではないことは痛いほど

わかってきました。いったいなぜ日本とイギリスはこ

うも違うのか。それでも、この本を日本に紹介する意

味はあるのか。そのような視点で、有識者の方のご意

見を伺いたいと、次第に思うようになりました。

そこで、教育哲学の専門家であり、幼児教育にも精

通しており、その分野ではオピニオンリーダーである

汐見稔幸先生と、社会学者であり、世界の青年問題を

研究しておられる宮本みち子先生にお話を伺うことに

しました。お忙しい二人の先生に「ヒア・バイ・ライト」

について話し合っていただけたことは、とても幸せで

した。お二人の言葉は、とても含蓄があり、これだけ

でも世に出す価値があるくらいだと、お二人に感謝し

ております。
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